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【【【【はじめにはじめにはじめにはじめに】】】】 

環境省は、既存の排水規制を補完する新たな排水管理手法として、排水の生物試験（WET: Whole 

Effluent Toxicity）の導入を検討している。排水に毒性がみられた場合、原因を探索・同定するために、

毒性削減評価（TRE: Toxicity Reduction Identification）1)および毒性同定評価（TIE: Toxicity Identification 

Evaluation）2)を実施し毒性を低減させることが求められる。しかし、下水のように多種多様な有機化

合物が混在する場合、原因の探索が難しく、米国では下水処理場における毒性削減の成功率が 35%と

の報告がある 3)。毒性に寄与している化学物質（群）を同定できれば、効率的に毒性削減できると考え

られる。これまでに、下水試料の固相抽出画分に、毒性が既知の化学物質を添加した模擬試料を用い

て、精密質量分析および多変量解析により毒性原因物質の探索および同定を試み、負イオンモードで

測定できる化学物質について本探索技術の有効性を実証した。 

そこで、精密質量分析および多変量解析による毒性原因物質の探索技術が、多様な化学物質に対応

できるか検証するため、正イオンモードで測定できる化学物質についても同様に模擬試料を用いて、

精密質量分析および多変量解析による毒性原因物質の探索を試みた。 

【方法】【方法】【方法】【方法】 

3か所の下水処理水を固相抽出（Oasis HLB, 日本 Waters）して、各処理水の 100倍濃縮メタノール

溶液（δ0、ε0、ζ0）を調製した。そこへ、藻類に対する毒性が既知である 5種類の化学物質（表 1）を

添加した試料（δ1、ε1、ζ1）を調製した。推定毒性強度は各物質の 1倍濃縮液中の添加濃度を藻類毒性

値で除して、5物質分または 3物質分を足し合わせた値である。6種類の試料について、LC/MS（LTQ 

Orbitrap XL, Thermo Scientific, USA）を用いた精密質量分析を実施した。 

表 1 化学物質の添加濃度と推定毒性強度 
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δ0 ε0 ζ0 δ1 ε1 ζ1

A クラリスロマイシン 0 0 0 0.0032 0.0016 0.0008 0.016 （72h-NOEC）

B シクロホスファミド 0 0 0 0.005 0.01 0.02      100 （72h-NOEC）

C N ,N -ジメチルドデシルアミン N -オキシド 0 0 0 0.35 0.175 0.0875 0.081 （72h-EC50）

D ポリオキシエチレン(23)ラウリルエーテル 0 0 0 0.01 0.02 0.005          2 （72h-EC50）

E
4,5-ジクロロ-2-n-オクチル-4-イソチアゾリン-3-
オン

0 0 0 0.08 0.04 0.02 0.027 （24h-NOEC）
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(mg/L)

-
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